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７
月
20
日
㈰
消
防
団
夏
期
訓
練

会
が
松
丸
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
行
わ

れ
、
岡
本
団
長
以
下
１
３
４
名
の

団
員
が
出
動
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
７
時
30
分
の

召
集
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
各
団
員

が
会
場
に
集
合
し
、
８
時
30
分
か

ら
訓
練
会
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
会
で
は
、
出
初
式
以
降
の

階
級
変
更
者
と
新
入
団
員
に
団
長

が
辞
令
を
交
付
し
た
後
、
各
分
団

長
、
副
団
長
の
指
揮
で
人
員
・
姿

勢
・
服
装
点
検
や
自
動
車
点
検
、

機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
赤
バ
イ
隊
の
訓
練
と

小
型
ポ
ン
プ
、
自
動
車
ポ
ン
プ
操

法
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
成
果

を
披
露
し
た
団
員
に
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
第
３
分
団
第

３
部
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
と
第
３

分
団
第
１
部
に
よ
る
ポ
ン
プ
自
動

車
操
法
模
範
演
技
も
行
わ
れ
炎
天
下

で
の
訓
練
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
岡
町
長
よ
り
講
評
を
受
け
、
徒

歩
部
隊
・
赤
バ
イ
隊
・
自
動
車
部

隊
に
よ
る
分
列
行
進
を
行
っ
た

後
、
虹
の
森
公
園
河
川
敷
で
一
斉

放
水
を
実
施
し
て
訓
練
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

滑
床
を
愛
す
る
会

　
県
下
の
自
然
環
境
保
護
15
団
体

に
、
伊
予
銀
行
の
環
境
基
金
「
エ

バ
ー
グ
リ
ー
ン
」
の
助
成
金
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
基
金
は
伊
予
銀
行
創
業

１
３
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

１
億
円
を
拠
出
し
て
環
境
保
護
団

体
を
助
成
す
る
も
の
で
、
こ
の
15

団
体
の
中
に
、
滑
床
を
愛
す
る
会

（
会
長
藤
井
勝
）
も
選
ば
れ
ま
し

た
。

　「
滑
床
を
愛
す
る
会
」
の
会
長

藤
井
さ
ん
は
元
警
察
官
で
松
野
町

の
駐
在
所
に
も
勤
務
さ
れ
て
お

り
、
退
職
後
は
滑
床
山
の
道
案
内

人
も
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　
藤
井
会
長
と
会
員
の
芝
五
十
鈴

さ
ん
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
三

本
杭
は
、
日
本
三
百
名
山
の
一
つ

で
登
山
家
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
山
だ
そ
う
で
す
。
道
案
内

を
頼
ま
れ
て
登
山
し
た
人
た
ち
の

評
判
は
極
め
て
良
く
「
来
年
も
ま

た
来
ま
す
」
と
言
う
方
が
多
い
そ

う
で
す
。

　
滑
床
を
愛
す
る
会
で
は
、
道
に

迷
っ
た
三
本
杭
の
登
山
者
を
捜
索

し
た
こ
と
の
経
験
か
ら
、
登
山
道

の
分
岐
点
に
道
案
内
標
や
案
内
板

を
自
費
で
設
置
し
傷
ん
だ
登
山
道

路
の
整
備
を
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
滑
床
の
山

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
16
年
頃
の
台
風

に
よ
っ
て
登
山
道
路
の
木
の
橋
は

流
さ
れ
谷
を
渡
る
し
か
な
く
、
倒

木
が
道
を
塞
ぐ
な
ど
、
登
山
が
出

来
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
今
回
頂
い
た
助
成
金
を
使
っ
て

山
を
守
る
活
動
や
登
山
道
の
整
備

に
努
め
た
い
が
、
助
成
金
30
万
円

だ
け
で
は
大
し
た
活
動
が
出
来
な

い
と
の
お
話
で
し
た
。

　
私
た
ち
の
大
切
な
滑
床
の
自
然

を
守
り
、
よ
り
多
く
の
山
を
愛
す

る
方
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

町
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
会
長
は
「
滑
床
を
愛
す
る

会
」
の
会
員
を
求
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
滑
床
の
す
ば
ら

し
い
自
然
環
境
に
触
れ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

松
野
町
長
　
岡
　
　
武
男

　
財
団
法
人
松
野
町
観
光
公
社
で

は
、
５
月
30
日
に
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
平
成
19
年
度
の
決
算
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
森
の
国
ホ
テ
ル
、
虹
の
森
公
園

な
ど
観
光
施
設
の
管
理
運
営
事
業

を
行
い
、
経
常
収
益
４
億
７
，
１

３
８
万
９
千
円（
指
定
管
理
料
６
，

３
０
０
万
円
含
む
）、
経
常
費
用

４
億
７
，
３
８
２
万
４
千
円
で
、

差
引
２
４
３
万
５
千
円
の
欠
損
と

な
り
ま
し
た
。

　
株
式
会
社
松
野
町
農
林
公
社
で

は
、
５
月
21
日
に
定
時
株
主
総
会

が
開
催
さ
れ
、
平
成
19
年
度
の
決

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
グ
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
、
育

苗
事
業
、
試
験
研
究
ハ
ウ
ス
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、経
常
収
益
７
，

１
９
４
万
９
千
円
（
指
定
管
理
料

１
，
４
７
０
万
円
含
む
）、
経
常

費
用
７
，
１
６
６
万
７
千
円
で
、

差
引
28
万
２
千
円
（
税
引
後
10
万

円
）の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

 

平
成
20
年
度

消
防
団
夏
期
訓
練
会

ポンプ自動車操法

一斉放水 人員姿勢服装報告

観
光
公
社
決
算
報
告

農
林
公
社
決
算
報
告

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
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大　会　結　果
順　位

種　目
１　　　位 ２　　　位

氏　　名 校　名 記　録 氏　　名 校　名 記　録

男
　
　
　
　
子

　２５ｍ自由形 山　下　竣　丸 松野西 17"9 竹　内　　　心 松野東 18"6
　５０ｍ自由形 山田ロバート・ラッセル 松野西 34"8 阿　部　太　一 松野東 34"9
１００ｍ自由形 東　　　裕　樹 松野東 1'22"6 山田ロバート・ラッセル 松野西 1'24"8
　５０ｍ平泳ぎ 上　川　　　傑 松野西 ◎38"8 山　本　直　人 松野西 47"2
１００ｍ平泳ぎ 上　川　　　傑 松野西 ◎1'26"0 山　本　直　人 松野西 1'45"4
　５０ｍ背泳ぎ 新　城　秀　人 松野西 46"5 八十島　誠　文 松野東 54"1
　７５ｍ個人メドレー 東　　　裕　樹 松野東 1'09"7 新　城　秀　人 松野西 1'10"2
　２５ｍバタフライ 松　崎　寿　樹 松野南 19"0 長　利　俊　希 松野東 21"4
　５０ｍバタフライ 古田口　　　真 松野西 52"3

１５０ｍメドレーリレー
新　城　秀　人
上　川　　　傑

山田ロバート・ラッセル
松野西 ◎2'01"2

(45"3)
八十島　誠　文
曽　我　将　平
丸　身　宗　也

松野西 2'29"3
(53"6)

２００ｍリレー

東　　　裕　樹
長　利　俊　希
速　水　諒　介
阿　部　太　一

松野東 2'35"5
　(37"7)

竹　葉　惇　貴
藤　原　隆　己
谷　口　将　大
河　野　政　崇

松野西 2'42"5
(37"7)

女
　
　
　
　
子

　２５ｍ自由形 古田口　彩　花 松野西 18"7 加　形　朋　子 松野東 19"8
　５０ｍ自由形 山　崎　知　夏 松野西 37"5 森　口　美　咲 松野西 37"6
１００ｍ自由形 山　崎　知　夏 松野西 1'24"0 友　岡　　　楓 松野南 1'29"6
　５０ｍ平泳ぎ 山　田　ふりう 松野西 44"2 藤　岡　実　里 松野東 48"7
１００ｍ平泳ぎ 山　田　ふりう 松野西 1'34"5 藤　岡　実　里 松野東 1'45"3
　５０ｍ背泳ぎ 三　好　有　花 松野西 43"8 小　西　果　歩 松野西 50"9
　７５ｍ個人メドレー 三　好　有　花 松野西 1'11"4 横　山　みずき 松野東 1'16"4
　２５ｍバタフライ 中　井　陽　香 松野西 18"8 松　浦　花　奈 松野東 19"7
　５０ｍバタフライ 中　井　陽　香 松野西 43"1 毛　利　す　ず 松野西 50"8

１５０ｍメドレーリレー
三　好　有　花
山　田　ふりう
山　崎　知　夏

松野西 2'06"0
(43"6)

山　崎　沙　綾
藤　岡　実　里
松　浦　花　奈

松野東 2'22"1
(52"3)

２００ｍリレー

森　口　美　咲
谷　口　梨　奈
滝　口　　　海
中　井　陽　香

松野西 2'44"5
(37"8)

横　山　みずき
竹　田　侑　未
曽　根　春　菜
橋　本　百　恵

松野東 3'03"1
(42"5)

◎大会新記録

北宇和郡小学校　水泳競技大会
　平成20年度北宇和郡小学校水泳競技大会が７月24日松野町・鬼北町のそれぞれの
会場で実施されました。
　松野町は松野西小学校が会場となり、町内各小学校の４年生から６年生が炎天下の
中熱戦を繰り広げました。
　郡の記録としても６種目入賞することが出来たうえ、松野大会では、３つの大会新
記録が生まれるなど毎日泳いだ練習の成果がみられました。
　結果は次のとおり（２位入賞者紹介）

　
こ
の
度
、
松
野
町
の
外
国
語
指

導
助
手
に
（
７
月
28
日
付
）、
ア

ビ
ゲ
イ
ル
・
マ
ッ
グ
ロ
ウ
さ
ん（
ア

メ
リ
カ
出
身
）
が
着
任
さ
れ
ま
し

た
。
９
月
か
ら
町
内
の
小
・
中
学

校
で
英
語
の
指
導
に
当
た
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
（
愛
称
）

　
ア
ビ
　
さ
ん

好
き
な
食
べ
物

　 

う
ど
ん
・
そ
ば
・
パ
ス
タ
・

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

嫌
い
な
食
べ
物

　
タ
コ
・
イ
カ
・
さ
し
み

得
意
な
ス
ポ
ー
ツ

　
テ
ニ
ス

趣
味

　
手
芸
・
読
書
・
折
り
紙

町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　
日
本
語
と
日
本
の
文
化
を
勉
強

し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
の
国
際
交
流

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

選
手
宣
誓
を
す
る
友
岡
楓
さ
ん（
南
小
６
年
）

外
国
語
指
導
助
手

ア
ビ
ゲ
イ
ル
・

マ
ッ
グ
ロ
ウ
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　教員免許更新制が平成21年４月１日からス
タートします。教員免許状をお持ちの方であって
も、現在、学校や幼稚園にお勤めになっていない
場合は、免許状更新講習を受講していただかなく
ても、免許状は失効しません。
　ただし、満35歳、45歳、55歳で迎える年度末
（３月31日）までに、更新講習を修了しないと教
壇に立つことができなくなります。将来、教員と
してお勤めになる予定のある方で、満35歳、45
歳、55歳で迎える年度末までに更新講習を修了
されていない方は、教員としてお勤めになるまで
に30時間以上の講習を受講する必要があります。
　ただし、昭和30年４月１日以前にお生まれに
なった方には、この制度は適用されません。これ
までどおり教員免許状は終生有効となります。
　この更新講習は愛媛大学をはじめ全国の大学な
どで受講することができます。
　なお、教員免許更新制の概要につきましては、
愛媛県教育委員会事務局義務教育課のホームペー
ジでご確認になれます。
（http://ehime-c.esnet.ed.jp/gimu/gimutop.html）
　免許更新制に関しまして、ご不明な点がござい
ましたら、愛媛県教育委員会事務局義務教育課免
許学事係（☎089－912－2941 ＦＡＸ089－934
－8684）まで、お問い合わせください。

教員免許更新制について現職の教員でない方へのお知らせ
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森の国の夏休み 　
７
月
21
日
㈪
に
滑
床
を
愛
す
る

会
の
主
催
で
渓
谷
沢
歩
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
沢
歩
き
は
、
滑
床
ま
つ
り

の
一
環
と
し
て
今
年
初
め
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
参
加
し

た
23
名
の
み
な
さ
ん

が
、
滑
床
を
愛
す
る
会

会
長
藤
井
勝
さ
ん
の
案

内
で
夏
の
滑
床
渓
谷
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　
川
タ
ビ
を
は
い
て

リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ
た

参
加
者
は
、
木
漏
れ
日

の
滑
床
渓
谷
で
こ
の
夏

一
番
の
涼
を
楽
し
み
な

が
ら
自
然
の
な
か
で
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
童
心
に
か
え
っ
て
水
と
戯

れ
て
い
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
に
素
晴
ら
し
い
景
観

で
私
達
を
迎
え
て
く
れ
る
滑
床
渓

谷
、
秋
に
は
燃
え
る
よ
う
な
も
み

じ
が
水
面
を
滑
っ
て
い
き
ま
す
。

秋
の
滑
床
も
必
見
で
す
、
み
な
さ

ん
も
身
近
な
場
所
で
自
然
の
息
吹

を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

涼しさ一番

　
７
月
26
日
〜
27
日
に
滑
床
渓
谷

で
第
９
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
８
組
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
約

40
名
が
参
加
し
て
滑
床
で
の
１
泊

２
日
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
26
日
の
開
講
式
で
は
、
主
催
の

ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
か
ら
歓
迎

ラ
ブ
・
キ
ン
グ
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
」

の
協
力
で
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
釣
り
竿
の
振
り
方
、
釣
っ
た

魚
を
丁
寧
に
取
り
扱
っ
て
放
流
す

る「
キ
ャ
ッ
チ
ア
ン
ド
リ
リ
ー
ス
」

な
ど
を
習
い
、
ア
マ
ゴ
釣
り
に
臨

み
ま
し
た
。
初
心
者
で
も
気
軽
に

参
加
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
夕
食
づ
く
り
は
、
ダ
ッ
チ
オ
ー

ブ
ン
メ
ニ
ュ
ー
、
ア
マ
ゴ
の
塩
焼

き
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
ス
タ
ッ
フ
か
ら
説
明
を
受

け
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
食
事

づ
く
り
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

ダ
ッ
チ
オ
ー
ブ
ン
で
つ
く
っ
た
蒸

し
鶏
と
お
い
し
く
炊
き
あ
が
っ
た

ご
は
ん
、
絶
妙
の
塩
加
減
の
ア

マ
ゴ
の
塩
焼
き
な
ど
の
豪
華
メ

ニ
ュ
ー
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
夜
の
集
い
は
参
加
者
同
士
が
交

食事の準備

滑
床
沢
歩
き
で

渓
谷
の
夏
満
喫
！

水も滴る三人組

歩き隊一行

滑
床
ま
つ
り
２
０
０
８

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

流
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲

ん
で
の
自
己
紹
介
や
子
ど
も
達
の

合
唱
や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
渓
谷
散
策
と
川
遊
び

で
す
。
渓
谷
を
歩
い
て
目
的
地
の

出
合
滑
に
着
い
た
子
ど
も
達
は
、

ス
イ
カ
割
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
川

に
飛
び
込
ん
で
泳
い
だ
り
沢
す
べ

り
な
ど
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
釣
り
・
木
登
り
・

川
遊
び
に
分
か
れ
て
過
ご
し
ま
し

た
が
、
木
登
り
教
室
が
大
好
評
と

な
り
ま
し
た
。
閉
講
式
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
認
定
証

が
授
与
さ
れ
、
２
日
間
の
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
青
年
会
議
で
は
、

こ
れ
か
ら
も
滑
床
渓
谷
の
自
然
を

感
じ
な
が
ら
家
族
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

の
挨
拶
や
日
程
説
明
を
行
い
、
そ

の
後
い
よ
い
よ
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
テ
ン
ト
で
１
泊
」、
ル
ア
ー

と
フ
ラ
イ
の「
釣
り
教
室
」、「
ダ
ッ

チ
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
料
理
づ
く

り
」
と
「
木
登
り
教
室
」
で
す
。

　
釣
り
教
室
で
は
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
の
「
ア
ン
グ
ラ
ー
ズ
ク

川あそび

木
の
ぼ
り
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俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
年
七
月
投
句
分
）

佳
　
作

《
虹
の
森
公
園
投
句
》

一ひ
と

休
や
す
み

負
け
じ
と
次
の
蝉
の
こ
え 

浦
田
　
　
勇

夏
旅
や
俳
句
と
出
会
う
道
の
駅 

中
原
　
弘
美

音
も
な
き
忌
日
の
雨
や
沙
羅
の
花 

二
宮
　
節
子

君
の
名
を
書
い
て
ま
た
消
す
蛍
の
夜 

前
田
　
一
卯

《
森
の
国
ホ
テ
ル
投
句
》

か
じ
か
な
く
な
ご
み
や
す
ら
か
滑
床
の
湯 

岡
田
　
成
久

森
の
猿
母
子
で
じ
っ
と
見
る
盛
夏 

藤
原
紀
美
子

露
天
風
呂
旅
は
い
か
が
と
せ
み
の
声 

新
田
タ
エ
子

渓
谷
に
猿
一
匹
の
大
暑
か
な 

安
宅
ふ
み
代

　
葛
　
句
　
会
　
　
七
月
例
会
　�

於
　
町
民
セ
ン
タ
ー�

早
稲
の
穂
の
早
や
も
出
揃
ふ
農
日
記 

伊
藤
　
富
子

健
や
か
に
老
ひ
て
痩そ
う

軀く

の
日
焼
か
な 

岡
本
　
京
子

起
き
ぬ
け
の
夜
干
し
の
梅
の
香
り
け
り 

金
谷
　
恵
子

無
人
駅
停
車
短
か
や
月
見
草 

金
谷
　
重
子

炎
昼
へ
出
る
を
躇
た
め
ら

ふ
一
歩
か
な 

金
谷
　
文
恵

短
夜
や
会
話
尽
き
ぬ
姉
妹 

木
下
三
千
恵

梅
雨
空
の
慰
問
の
子
等
の
笑
顔
か
な 

駒
山
　
忠
夫

土
に
生
く
手
に
も
ぎ
く
れ
し
ト
マ
ト
か
な 

財
前
　
渓
子

早
朝
の
梢
に
ひ
び
く
蝉
時
雨 

芝
　
　
　
天

立た
ち

葵
あ
お
い

妣は
は

の
居
そ
う
な
稈わ
ら

庇
ひ
さ
し 

谷
　
き
よ
し

つ
ば
く
ら
め
首
の
据
ら
ぬ
嬰や
や

抱
い
て 

名
本
　
琴
舟

四
万
十
川
の
山
濃
く
淡
く
半
夏
生 

布
　
　
久
光

大
西
日
見
て
を
り
宇
和
の
船
溜
り 

布
　
　
康
江

打
水
の
飛
石
わ
た
り
奥
座
敷 

ひ
の
た
い
ら

山
峡
の
闇
の
深
さ
や
青あ
お

葉ば

木ず

莬く 

正
木
　
玲
子

熱
帯
夜
身
に
ま
と
は
り
て
明
け
に
け
り 

松
田
　
文
子

一
雨
を
待
つ
あ
ぢ
さ
い
の
風
情
か
な 

森
田
　
す
み

愛
犬
と
少
女
が
駆
け
る
大
西
日 

行
定
キ
ヨ
ノ

 

　
吉
　
野
　
句
　
会
　
七
月
例
会��

　
於
　
吉
野
生
公
民
館

蛇
口
よ
り
ジ
ュ
ー
ス
飛
び
出
し
伊
予
の
夏 

赤
松
　
午
子

石
佛
の
ほ
ほ
え
み
優
し
合
歓
の
花 

浅
野
　
雪
子

昼
寝
の
子
足
に
海
砂
つ
け
し
ま
ま 

上
田
み
ち
子

七
夕
の
願
ひ
し
た
た
む
「
今
日
の
無
事
」 

岡
本
　
三
葉

梅
雨
出
水
三
途
の
川
は
ど
う
で
す
か 

菊
澤
　
大
和 

サ
ミ
ッ
ト
よ
り
巡
査
戻
り
ぬ
稲
の
花 

竹
内
サ
ダ
子

拝
啓

　

い
つ
も
広
報
ま
つ
の
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

故
郷
松
丸
か
ら
、
愛
知
県
へ
来

て
45
年
。
す
っ
か
り
名
古
屋
の
人

間
に
な
り
ま
し
た
が
、
何
年
経
っ

て
も
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
あ

の
山
、
あ
の
川
の
景
色
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
念
願
だ
っ
た
母
を
連

れ
て
一
昨
年
の
６
月
、
息
子
の
車

で
帰
省
し
ま
し
た
。
20
歳
の
時
、

帰
省
し
て
以
来
の
事
で
し
た
。

　

母
は
、
北
宇
和
高
校
の
第
一
期

生
で
、
そ
の
時
の
同
級
生
に
60
年

振
り
に
会
い
、
記
念
撮
影
を
す
る

関
西
支
部
会
員
　
佐
々
木
　
里
枝（
愛
知
県
）

�

平
成
20
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
奥
野
川
部
落
で
は
、
自
治
宝
く

じ
の
助
成
金
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
、
大
締
太
鼓
及

び
附
締
太
鼓
一
式
、
鉦
、
幟
、
は
っ

ぴ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
事
用

具
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
と
宝
く
じ
の
普
及

広
報
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
推
進
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
大
締
太
鼓
な
ど
の
用
具
を
整
備

し
た
こ
と
に
よ
り
、
奥
野
川
部
落

の
活
動
が
よ
り
活
発
化
さ
れ
、
地

域
文
化
の
振
興
・
継
承
、
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
が
図
ら
れ
、
地
域
が

さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４
泊
５
日

の
少
し
あ
わ
た
だ
し
い
旅
で
し
た

が
、
も
う
一
度
、
い
や
２
度
も

３
度
も
行
き
た
い
松
丸
で
し
た
。

ぽ
っ
ぽ
温
泉
は
少
し
あ
わ
て
て

入
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
入
り
た

い
で
す
。
滑
床
で
の
同
級
会
を
何

と
か
実
現
で
き
る
と
良
い
ね
、
と

こ
ち
ら
方
面
に
い
る
同
級
生
と
話

を
し
て
い
る
昨
今
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

松
野
町
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
遠
い
愛
知
の
地
か
ら
ご
祈
念
致

し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご

健
勝
お
祈
り
し
ま
す
。

森
の
国
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
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お
さ
か
な
館
だ
よ
り

第
九
十
七
章　

ビ
ル
マ
ム
ツ
ア
シ
ガ
メ

��

　
人
権
・
同
和
教
育
と
法
律
に
つ
い
て

 

　
松
野
中
学
校
で
は
、
年
度
当
初
に
「
人
権
・

同
和
教
育
に
関
す
る
法
令
」
に
つ
い
て
の
職
員

研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
の
法
律
で
は
平

成
12
年
に
「
児
童
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」、

17
年
に
「
高
齢
者
虐
待
防
止
・
介
護
者
支
援
法
」
が
制
定
さ
れ
、
昨

年
は
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
背
景
に
は
、
制
定
を
必
要
と
す
る
深
刻
な
理

由
が
あ
り
ま
す
が
、「
我
が
子
や
お
年
寄
り
、
奥
さ
ん
や
旦
那
さ
ん
に

暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
傷
つ
け
た
り
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
い
う
当
た

り
前
の
よ
う
な
こ
と
も
法
律
で
細
か
く
決
め
、
防
止
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
人
と
し
て
寂
し
い
気
も
し

ま
す
。
し
か
し
、
法
律
が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
行
政

や
警
察
も
防
止
の
た
め
に
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
も
事
実
で
す
。

　
人
権
の
歴
史
と
い
う
の
は
、
自
分
た
ち
の
人
権
を
守
っ
て
く
れ
る

法
律
を
作
っ
た
り
、
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
法
律
を
廃
止
さ
せ
た
り

す
る
闘
争
の
歴
史
だ
と
も
言
え
ま
す
。

　
さ
て
、
松
野
中
学
校
で
は
、
今
年
も
夏
休
み
に
人
権
・
同
和
教
育

の
一
環
と
し
て
、
香
川
県
高
松
市
の
沖
合
に
位
置
す
る
元
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
療
養
施
設
「
大
島
青
松
園
」
訪
問
に
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
、

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
生
徒
会
や
人
権
委
員

会
の
生
徒
も
含
め
７
名
の
生
徒
が
訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
方
々
は
、
明
治
40
年
に
制
定
さ
れ
た
「
ラ
イ

予
防
法
ニ
関
ス
ル
件
」
に
よ
っ
て
施
設
へ
強
制
隔
離
さ
れ
、
病
気
が

完
全
に
治
癒
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
隔
離

さ
れ
続
け
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
よ
う
や
く
「
ら
い
予
防
法
」
は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
の
方
々
の
差
別
と
の

闘
い
の
中
心
は
こ
の
法
律
を
撤
廃
さ
せ
る
こ
と
で
し
た
。
つ
い
に
、

国
も
こ
の
「
ら
い
予
防
法
」
を
長
期
間
放
置
し
た
こ
と
を
元
患
者
の

方
々
に
謝
罪
し
ま
し
た
が
、
過
ぎ
去
っ
た
日
々
は
取
り
返
し
が
つ
き

ま
せ
ん
。

　
松
野
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
、
美

し
い
も
の
は
美
し
い
と
い
う
感
性
や
心
情
を
育
て
、
そ
の
こ
と
か
ら

い
じ
め
や
差
別
を
許
さ
な
い
行
動
力
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
回
の
大
島
青
松
園
へ
の
訪
問
で
は
、
差
別
の
現
実
と

共
に
法
律
の
大
切
さ
や
怖
さ
も
教
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。。

　
�

松
野
中
人
権
・
同
和
教
育
主
任
　
藤
堂
　
精
一
　

人
権の広場

 

　平成20年10月１日から免除基準が次のとおり変わり
ます。
【全額免除】
● 「身体障害者」「知的障害者」「�精神障害者」が世
帯構成員であり、世帯全員が市町村民税（住民税）
非課税の場合に、全額免除となります。
　＊ 従来の「身体障害者」「重度の知的障害者」から
対象を拡大します。

　＊ 生活状態の条件を「市町村民税非課税」に統一し
ます。

【半額免除】
● 視覚・聴覚障害者が世帯主の場合に、半額免除とな
ります。　　　　　
　＊ 視覚・聴覚障害者の免除基準の変更はありません。
● 重度の障害者（身体障害者、知的障害者、精神障害者）
が世帯主の場合に、半額免除となります。
　＊ 従来の「重度のし体不自由者」から対象を拡大し
ます。

※申請は８月１日から開始しています。
※ 詳しい事はＮＨＫ松山放送局　視聴覚センター
　（営業推進）　☎089－921－1113
　保健福祉課　☎42－0708

　
リ
ク
ガ
メ
三
部
作
の
最
後
を

飾
る
の
は
、
甲
羅
の
長
さ
が
60

㎝
以
上
に
な
る
ア
ジ
ア
最
大
の

リ
ク
ガ
メ
「
ビ
ル
マ
ム
ツ
ア
シ

ガ
メ
」
で
す
。
後
ろ
足
の
付
け

根
に
あ
る
大
き
な
ト
ゲ
状
の
突

起
が
３
対
目
の
足
に
見
え
る
こ

と
か
ら
「
六
つ
足
（
ム
ツ
ア
シ
）」

ガ
メ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
高
温
多
湿
の
常
緑
の
森
林
に

生
息
し
て
い
ま
す
。
植
物
食
で
、

山
地
の
川
の
浅
瀬
で
水
草
な
ど

水
辺
の
植
物
を
多
く
食
べ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
カ
エ
ル
な
ど
の

動
物
も
食
べ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う

で
す
。 

　
４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
50
く

ら
い
の
卵
を
産
み
ま
す
。
卵
は
５

〜
７
㎝
程
度
の
大
き
さ
で
、
70
日

く
ら
い
で
孵
化
し
ま
す
。
孵
化
し

た
幼
体
の
甲
の
長
さ
は
約
６
㎝
で

す
。 

　
幼
い
時
は
明
褐
色
で
す
が
、
成

長
と
も
に
暗
褐
色
に
な
っ
て
い

き
、
成
体
で
は
ほ
ぼ
真
っ
黒
に
な

り
ま
す
。
甲
は
高
く
盛
り
上
が
り

ま
す
が
、
上
の
面
は
平
で
す
。 

　「
ア
ジ
ア
の
ゾ
ウ
ガ
メ
」「
ア
ジ

ア
の
巨
人
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
、

大
き
な
リ
ク
ガ
メ
で
、
黒
く
て

重
厚
な
感
じ
が
し
ま
す
。
湿
度

が
高
い
と
こ
ろ
を
好
む
の
で
、

日
本
で
飼
育
し
や
す
い
リ
ク
ガ

メ
で
す
。

受信料免除の申請手続きについて
申請書に必要事項を記入してください。
（申請書はNHK�または保健福祉課にあります。）
（受信契約がお済みでない方は受信契約もあわせてお申
し込みください。）

保健福祉課に申請書を提出し、免除事由の証明を
受けてください。
（半額免除はＮＨＫの窓口でも受け付けます。詳細はＮ
ＨＫまでお問い合わせください。）

証明を受けた申請書をＮＨＫに提出（郵送）して
ください。
ＮＨＫで免除事由確認のうえ、折り返し「受理通
知書」をお届けします。

障害のある方を対象とした

ＮＨＫ放送受信料の免除基準が変わります
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2008.7.19～20
　松丸保育園では７月19日から20日にかけて年長児のお泊り保育がおこなわれました。
　四万十川へトロッコ列車で移動しての川遊びや、保育園でのキャンプファイヤーなど今年も夏の楽しい思い出が
いっぱいできました。

ラジオ体操でスタート

向井集会所前

松丸保育
園 たのしかったよ、おとまり保育

　子どもたちは、朝のラジオ体操で元気に一日の
スタートをきっています。
　地域のみなさんにも参加していただき毎日つづ
けています。

豊岡後地区 目黒国木谷 延野々地区

夏の元気印

プールは楽しいな!!吉野生保育
園

今
日
も
水
遊
び
に
夢
中
で
す
。
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　［
行
政
相
談
］

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
婦
人
室

◆
内
　
容
　 
行
政
に
関
す
る
苦
情

や
要
望

◆
相
談
員
　 

有
馬
節
男
（
行
政
相

談
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　 

心
配
ご
と
・
法
律
相

談

◆
相
談
員
　 

専
属
相
談
員
（
民
生

児
童
委
員
）

◆
相
談
料
　
無
料

◆
と
　
き
　
９
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
３
時

◆
と
こ
ろ
　 

松
野
町
　
町
民
セ
ン

タ
ー
　
老
人
室

◆
内
　
容
　 

人
権
問
題
な
ど
、
心

配
ご
と
全
般

◆
相
談
員
　 

人
権
擁
護
委
員

　［
心
配
ご
と
相
談
］

●多重債務とは
　 複数の金融業者からお金を借りて、その返済のために新たな借金をしなけれ
ばならないという深刻な状態をいいます。
●多重債務者に陥らないための秘訣
　・必要以上のクレジットカードは持たない。
　・友人・知人に頼まれても、安易に連帯保証人にならない。
　・支払いに追われ、借金返済のための新たな借金をしない。
●多重債務に陥ってしまったら早めに弁護士や司法書士に相談する。
　 多額の借金を抱えていても、必ず解決する方法があります（任意整理・特定
調停・個人再生手続・自己破産）。債務者の収入や借金の額によって、整理方
法が異なります。
●「多重債務者無料相談会」のお知らせ！（事前予約制）
　１．相談会の開催会場、予約先等（相談時間は全会場10：00～16：00です）
　　☆９月12日㈮　愛媛県南予地方局宇和島庁舎　南予地方局総務県民課
　　　　　　　　　（宇和島市天神町７－１）　（☎0895－22－5211内線208）
　　☆12月11日㈭　大洲市総合福祉センター　南予地方局総務県民課
　　　　　　　　　（大洲市東大洲270－１）　（☎0895－22－5211内線208）
　２．相談員　　　　　弁護士、司法書士、行政職員
　３．予約受付期間　　 開催日の１ヶ月前から受け付けますので、月曜から金

曜の８：30～17：30の間にご希望の会場の予約先にお
電話ください。

　税関では、終戦後外地から永住の目的で引き揚げてこら
れた方々が所持していた、日本銀行券、台湾銀行券、南方
開発金庫券、満州中央銀行券及び軍票等の通貨、並びに、
国債、株券、預金通帳及び生命保険証書等の証券のうち、
当時認められていた限度額を超えたため上陸地の税関又は
海運局、若しくは、外地の引揚集結地において総領事館等
に預けられたものをお返ししております。
　昭和20年９月24日から昭和28年８月31日の間に、44
万３千人の方からお預かりしている保管紙幣等のうち、現
在の返還率は約４割です。
　返還のお申し出は、本人ばかりでなく、ご家族の方でも
可能です。
　お心当たりの方は、本邦への上陸港や外地での引揚終結
地に係りなく最寄の税関にお問い合わせください。
　この件についてのお問い合わせ先は次のとおりです。
（受付時間：平日　08：30～17：15）
　松山税関支署管理課　〒791－8058　松山市海岸通2426－5

☎089－951－0301
　松山税関支署宇和島出張所　〒798－0003　宇和島市住吉町3－1－3

☎0895－22－1254

終戦当時の引揚者の通貨（紙幣）・
証券などの返還について

多重債務問題の解決に向けて

　［
人
権
相
談
］

相談内容　 いじめ・体罰・児童虐待
など、子どもの人権問題
に関する相談（予約不要・
無料・秘密厳守）

日　　時　 平成20年９月８日㈪～
９月14日㈰

　　　　　月曜から金曜日
８：30～19：00

　　　　　土曜・日曜は
10：00～17：00

電話番号　全国統一電話番号
　　　　　0120－007－110
　　　　　 フリーダイヤル　携帯電

話からの相談も可能
相談担当者　人権擁護委員、法務局職員
　詳しくは、松山地方法務局人権擁護課
　☎089－932―0888まで

　平和祈念事業特別基金では、いま
だ請求されていない恩給欠格者、戦
後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に、
『特別慰労品』を贈呈しています（ご
遺族の方は対象とはなりません）。「引
揚者」は、終戦の日まで引き続き１
年以上外地で生活していて、戦後引
き揚げてきた家族全員が対象です。
　請求書等は、役場町民課の窓口に
あります。請求期限は平成21年３月
31日までです。未請求の方は、早急
に申請してください。
　資格要件等の質問は、独立行政法
人平和祈念事業特別基金まで
【無料電話】0120－234－933
（月～金　９：15～17：15、土日祝日休）

　自衛隊では、次のとおり、平成20年度防衛大学校学生・
防衛医科大学校学生・看護学生を募集します。

【連絡先】
　〒798－0030
　宇和島津島町岩松甲471津島支所3F
　自衛隊宇和島地域事務所

　☎32－4074　又は各市町募集事務窓口

募集項目 資　格 �受付期間
試験期日

（第１次試験）

防衛大学校
学生

高卒（見込含）
21歳未満の者

９月８日～
　　９月30日

11月15日㈯・
　　　16日㈰

防衛医科
大学校学生

�同　上
９月８日～
　　９月30日

11月１日㈯･
　　　２日㈰

看護学生
高卒（見込含）
24歳未満の者

９月８日～
　　９月30日

10月25日㈯

全国一斉「子どもの人権
問題110番」強化週間

恩給欠格者、戦後強制
抑留者の皆さんへ

税関からのお知らせ 自　衛　官　募　集
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　本格的な台風のシーズンです、年に一度は乾電池の取替えを行い、
停電に備えましょう。下記を参考に新しい電池との交換をお願いし
ます。

　災害はいつも身近に迫っています。しかし、
いつ起るのか、いつ被害に見舞われるのか予
測できるものではありません。いつも身近に
防災意識を持ちその準備に努めることが大切
です。
　避難生活に最低限必要なものを、リュック
サックなどの非常持出袋にいれて、すぐに持
ち出せる場所に備えておきましょう。

非常持出袋の中身には 
　①携帯ラジオ
　②懐中電灯
　③非常用食糧
　④飲料水
　⑤救急薬品
　⑥身分証明書など

９月９日 は  救 急 の 日

台風シーズン到来!! 防災週間8/30～9/5

万一の災害に備えて

９月７日～13日は救急医療週間
「救える命」を救うために…
　呼吸が止まる、心臓が止まる。それは人間の生死にかかわる非常に危険な状態です。

　その場に居合わせた人ができるだけ早く119番に通報すると同時に、救急車が到着するまでの間、心肺蘇生などの
応急手当を行う。そして救急隊がそれを引き継ぎ、より高度な救急救命処置を行いながら、医療機関に搬送する。

この「救命の連鎖」を途切れなく、できるだけ早く、つないでいくことが重要です。

救急車の適正利用を!!
　救急搬送の約40％は軽症患者です。救急車は、「いざ」と言う時に利用しましょう。救急車は、「救える命」を救
うために日夜走っています。緊急性がないのに救急車を利用することは、一刻を争う救急患者の命が救えなくなる

恐れがあります。救急車の台数は限られています。救急車の適正利用をお願いします。

普通救命講習会（ＡＥＤ講習を含みます）
　消防署では、誰でも気軽に参加できる講習会を毎月開催しています。

【日　時】　毎月第２日曜日　９：00～12：00
【場　所】　宇和島消防本部
　鬼北消防署でも講習会を受講できます。日時は、受講者の希望に合わせ

て実施できますのでお問い合わせください。

防災無線個別受信機の乾電池を交換しましょう。

入れかた
１

２

３
４

５

＋・－の方向を確認し
乾電池を入れる

電池ぶたを閉める

本体を取付板に付ける

外したコード類を
接続する

ＡＣプラグを接続する
電源スイッチを「入」にする

１

２

３

４

５

■乾電池の交換について
　乾電池は停電時などの非常用です。必ず乾電池を入れて
　ください。（ナショナルネオ〈黒〉（Ｒ14ＰＵ）乾電池
　またはパナソニックアルカリ〈金〉（ＬＲ14Ｇ）乾電池
　単２形４個を使うことをおすすめします。）

●単３形→単２形乾電池に入れ替える
　単３形乾電池を取り除き、ツメ（２ヵ所）
　を矢印方向につまみ、電池受け台を押し
　込みます。

●単２形→単３形乾電池に入れ替える
　単２形乾電池を取り除き、ツメ（２ヵ所）
　を矢印方向につまみます。

問い合せ先

　鬼北消防署

　☎0895－45－2461　救急係まで
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　夏の盛りに美しく咲いた花や主役を務めた虫た

ちを広報誌でお届けします。（写真　柳野治示氏）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　  

（
享
年
）

松
　
丸
　
二
宮
　
雄
三
　
　
75
歳

延
野
々
　
谷
口
　
忠
夫
　
　
89
歳

豊
　
岡
　
井
上
　
久
美
　
　
90
歳

吉
　
野
　
廣
井
一
右
衛
門
　
84
歳

蕨
　
生
　
速
水
　
智
　
　
　
79
歳

　
７
月
中
の
お
届
け
で
す
。

　
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町　の　人　口
◇世帯数 1,955世帯（±０世帯）
◇総人口 4,649人　（－５人）　

男2,203人　　女2,446人
（７月中の異動）

  出生   ０人  死亡     ６人
  転入   ８人  転出      ７人

平成20年７月31日現在

ご
寄
付
お
礼

（
７
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
一
封
　
谷
口
　
俊
寛
　
延
野
々

　
〃
　
　
廣
井
　
　
翠
　
吉
　
野

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行　事　予　定

９／４㈭  第６回鬼北町･松野町合
併協議会

〔14：00 ～／ 松野町コミュニティセン

ター〕

９／７㈰　予土交流球技大会
〔８：30～／スポーツ交流センター他〕

９／12㈮　敬老式
〔９：30～／コミュニティセンター〕

９／14㈰　中学校体育祭

９／21㈰　西小学校運動会

９／28㈰　東･南小学校運動会

お
詫
び
と
訂
正

　
８
月
号
８
ペ
ー
ジ
と
12
ペ
ー
ジ

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

８
ペ
ー
ジ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
各
種
相
談
日

（
正
）
８
月
11
日
㈪

（
誤
）
８
月
10
日
㈰

12
ペ
ー
ジ

（
正
）
８
月
７
日
㈭

第
５
回
鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協

議
会

（
誤
）
８
月
５
日
㈫

第
５
回
鬼
北
町
・
松
野
町
合
併
協

議
会

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:matsuno@town.matsuno.ehime.jp

森の国夏の主役たち

ハグロトンボ

アブラゼミ

河後森城跡の
オニユリ

河後森城跡の
トンボ

河後森城跡の
シロユリ

国民年金の手続きをお忘れなく！

結婚や就職、転職、退職など人生の節目には、届出が必要となります。

厚生年金・共済組合加入者以外は
国民年金に加入の手続きをする

本人及び配偶者は国民年金に加入
の手続きをする

第３号被保険者への種別変更の手
続きをする

第１号被保険者への種別変更の手
続きをする

第３号被保険者となる手続きをす
る

再交付の手続きをする

口座振替依頼・辞退書を提出する

住所変更の手続きをする

第１号被保険者→市町役場へ
第３号被保険者→配偶者の勤務先へ

市町役場へ

配偶者の勤務先へ

市町役場へ

配偶者の新しい勤務先へ

第１号被保険者→市町役場へ
第３号被保険者→社会保険事務所へ

ご利用される金融機関または社会
保険事務所へ

第１号被保険者→市町役場へ
第３号被保険者→配偶者の勤務先へ

スローガン
｢ゆずりあう笑顔あるれる伊予の道｣

☆
広
報
送
付
お
礼

金
一
封
　
芝
　
　
壽
彦
　
松
山
市

　
〃
　
　
大
西
　
祐
子
　
東
温
市

　
〃
　
　
太
場
猪
佐
雄
　
兵
庫
県

　
〃
　
　
正
木
　
信
三
　
千
葉
県

　
〃
　
　
高
橋
千
鶴
子
　
東
京
都

　
〃
　
　
長
谷
　
公
子
　
東
京
都

　
〃
　
　
近
松
　
邦
子
　
松
山
市

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふるさと
ウォッチング

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡

➡ ➡

秋の交通安全運動
期間　９月21日～９月30日

　高齢者の皆

さん、夜間は、

「反射材」を身

につけましょ

う。

また、自転車に乗るときは、

「止まる・見る」習慣をつけ、

夜は必ずライトを点灯しま

しょう。

　松野町は８月２日に交通
死亡事故ゼロ、15年を達成
しました。

年金コーナー

こんなとき どうする 届　出　先

20歳になったとき

会社を退職したとき

結婚や退職等で配偶者
の扶養になったとき

配偶者の扶養からはず
れたとき

配偶者が就職したり、会
社をかわったとき

年金手帳をなくしたと
き

口座振替を開始・停止・
変更するとき

住所が変わったとき

 

空蝉や　はかなき命　いずこかな
柳子


